
肥料不足

肥料不足 硝酸態窒素の割合が高い 窒素肥料が過剰

作物別pH/ECの適正値と対策 ●pHは作物によって適正値が異なります。表でチェックしましょう。
●EC値は耐性のある作物もありますが、なるべく適正値に合わせましょう。

pH
土壌の酸性度

EC
電気伝導度

（肥料養分量のめやす）

大麦・ホウレンソウ・
イチジク

〈6.5～7.0〉

キュウリ
ソラマメ
インゲン

〈0.0～0.4〉
イチゴ・タマネギ・ナシ
レタス・リンゴ・タバコ
モモ・オレンジ・レモン
プラム・アンズ

※黒ボク土・沖積土の場合は
　基準値の3/4、砂土は1/2を
　基準値のめやすとする。

〈0.4～0.8〉
稲・小麦・ライ麦・大豆・ネギ
バレイショ・ブロッコリー
ブドウ・キャベツ・ニンジン
トマト・ナス・サツマイモ
カボチャ

〈0.8～1.5〉
大麦・大根・ハクサイ
ホウレンソウ・アスパラガス
イタリアンライグラス・ナタネ

〈1.5以上〉

小麦・エンドウ・トマト・キャベツ
ダイコン・アスパラガス・ブドウ
アンズ・カーネーション

●硫安など、硫酸系肥料を使用。
●ピートモスや硫黄華
　などでpHを下げる。

●石灰資材の使用を中止。
●生理的酸性肥料を使用。

●適正施肥。

●堆肥など有機物肥料と
　化学肥料をしっかり施用。
●石灰資材施用。

〈5.9～7.0〉

サトイモ・大豆・レタス・ナス・キュウリ
カボチャ・ネギ・ブロッコリー・ピーマン
ハクサイ・小松菜・シュンギク・ショウガ
梨・柿・柚子・菊

（栽培中）

〈5.9～6.6〉

稲・ライ麦・イチゴ・梅・リンゴ・落花生
カブ・ゴボウ・タマネギ・ニンジン
ウメ・リンゴ

〈5.4～6.4〉

サツマイモ・ソバ・オカボ
ヤマイモ・モモ・ミカン

〈5.0～5.5〉

ブルーベリー・茶
ツツジ・シャクナゲ

〈4.5～5.7〉

バレイショ
〈4.8～5.7〉

作物の適正pH

ECに対する
作物の耐性
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pHが高い場合は、
田畑の大将を
施用しましょう。

●石灰資材施用。
●適正施肥。

●多かん水栽培。
●クリーニングクロップや
　湛水による除塩。
●養分の少ない堆肥を施用。

pHが低い場合は、
田畑の大将を
施用しましょう。

肥料過多
●クリーニングクロップや
　湛水による除塩。
●無肥料栽培。
●ゼオライトなど土壌改良資材を
　施用。
●プラウなどで天地返しを行う。

カルシウムが多い アンモニア態窒素が多い

硝酸態窒素が多い
●クリーニングクロップで除塩。
●減肥、有機質肥料施用、
　ECを高めない
　肥料を施用。

推肥
化学
肥料

適正範囲
pH：5.5～7.0
EC：0.4～1.0
※pHは作物により適正範囲が異なります。
　※ECは栽培中のめやすの数値です。

有機物



❶作土が浅い・・・
❷ケイ酸不足・・・

❸窒素不足・・・

窒素が過剰にあると、石灰の吸収が妨げられ、
欠乏症になります。
また、石灰は水に乗って植物の全身に
運ばれるため、灌水を少なくしすぎると、
石灰欠乏を起こす場合があります。
かん水の回数を少し増やしてみましょう。

こんなお困りごとはありませんか？ ー 病害編 ー

稲の品質が
悪いんだ…

トマトのお尻が
黒くなるし、キャベツや
レタスの葉先が枯れ
ちゃうよ…

根にコブができてる！

高温障害・窒素不足が疑われます。

❶ネコブ病菌（アブラナ科）・・・
❷ネコブセンチュウによるもの
　（アブラナ科・ナス科など）・・・

ネコブ病、もしくはネコブセンチュウの被害
ではありませんか？

石灰資材を投入していませんか？
pHが高いと、そうか病の原因となる菌が繁殖しやすい
環境になります。

pHの測定を行いましょう
pHが6以上の場合は、石灰資材（苦土石灰
など）の施用は避け、pHを低く保ちましょう。

また、検土杖で耕盤の位置を確認しましょう。
耕盤ができていると、表面上乾いてみえても、
地下の浅い位置で水が停滞している場合が
あります。

pHが高くなっていませんか？排水は良好ですか？
じゃがいもそうか病が疑われます。

推奨資材：田畑の大将（赤）

養分バランスの崩れや過乾燥による、
尻腐れ病、ふち腐れ病が疑われます。

窒素過剰・過乾燥による石灰欠乏。

❶pHを上げる
　･ pH7.2以上で、極端に発生が抑制されます。
　･ 明きょをつくり表面排水を促したり、
　　サブソイラ等で耕盤を破砕し、地下排水を
　　促して排水対策をしましょう。
❷有機物を投入し、微生物バランスを整える
　･ 緑肥作物を栽培し、すき込むことも有効です。

❶大きなコブ
 （握りこぶしよりやや小さい程度）

❷小さなコブ
 （10円玉サイズ）

ほ場別 土づくり ■

検土杖が15cm入る前に、

硬い層に当たってしまうよ

うですね…

◦根が下に伸びない。

◦肥料の効きが続かない。

◦土中の養分（特に窒素）が不足し
やすい。

◦葉色が薄くなる。
◦天候に影響されやすい。

近年の機械の大型化やロータ

リー耕の普及で、耕盤が硬くな

る傾向にあります。
作土層を拡大することは、根の

健全な生育を促進し、胴割れや

夏場の高温障害の防止、収量

アップにもつながります。

減水深は、湛水した水田の水深低
下速度を示す数値です。田面から

の蒸

発・水稲葉面からの蒸散・土中への
浸透の合計で、通常1日当たりの水

位で

表します。1日の減水量が5mm前後
なら、透水性の見直しが必要です。

水田においては、酸素不足が根の
老化や根腐れの原因

となります。
適切な減水深を保つことで、水が

入れ替わり土中に酸素

を供給することができます。

ケイ酸には稲の茎や葉を硬くす

る効果があります。
ケイカルを散布すると、ケイ酸

不足分が補われ、耐倒伏性を高

めることができます。

また受光態勢の改善により、光

合成量を増加させることから病

害虫抵抗性や収量・品質などの

向上も期待できます。

◦秋落ち※2しやすい
◦収量低下
◦胴割米の増加など品質低下

▌ケイ酸が不足していることによる影響

◦葉に含まれるケイ酸が10％を下回
る

と、稲体が軟弱になりやすく、病害虫
・

倒伏・気候に対する抵抗力が低下。

※1：人為的な耕うん作業で形
成される層（詳しくはP10「土層

について」参照）。

※2：稲が出穂期を迎えるころに
生育が急激に悪くなり、収量が

減る現象のこと。土壌中の酸素
不足と、鉄不足による硫化水素

の発生よる根腐れが原因（詳し
くはP53参照）。

※3：作物の根が張れる層。（詳
しくはP10「土層について」参照

）。

※4：有機物を微生物が分解し
、増殖した微生物が死がいとな

って分解されてできた窒素。作
物に吸収されやすい（詳しくは

P54参照）。

有機物の投入による土壌微生物の
活性化は、地力窒素

※4の増加、病害の抑制、透水性・保肥
力の改善などの効果があります。

また、連用することにより養分保持
力に優れた腐植の形成につながり

ます。

◦品質・収量低下
◦根腐れ
◦秋落ちしやすい

作土層が
浅くなっているので、

収量や品質が落ちて
いませんか？

症 状

理想的な土壌

資料：水田の有効土層深さと胴
割米率

資料：ケイ酸施用の効果

深い
浅い

有効土層※3が深くなるにつれて、

胴割米の発生が少なっています
。

ケイ酸を施用すると、稲体が強
くなるため、

いもち病にかかりにくい結果と
なりました。

１

2

3
4

水田土壌の作土層と有効土層

▌透水性・排水性が悪いことによる
影響

土が青緑で、
異臭もしていますね。

水面からガスも出ているようです
。

生育不良になっていませんか？

◦減水深が小さいため、通気不足
から酸欠状態となり、根腐れが発

生しやすい。

◦湛水により鉄や微量要素が下流
に流され、根腐れを引き起こす。

◦コンバインの走行性が低下。

◦有機物を投入しても空気が下層
まで届かないため、微生物が活性

化されず、病気

の原因となる微生物が増殖する。

▌有機物不足による影響

堆肥は5年も投入していないので
すか…。

ワラのすき込みもしていないので
すね…

◦生育の停滞
◦未熟米の増加
◦品質・収量低下
◦根の活性低下

有機物が不足している

徒長しやすく、倒伏するのですね。

病害虫にも弱くなっているとする
と…

従来、ケイ酸はかんがい水から供給
さ

れていましたが、最近はかんがい水
中

のケイ酸が減少しています。

ケイ酸が不足している

（出典：日本土壌協会）

（出典：日本土壌協会）
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耕盤  約2～3cm
（水が通りにくい層）

作土層

硬盤
心土層

有効土層
作物の根が
張れる層（ ）

耕うん作業で形成される層。
約15～20cm（ ）

減水深は

2～3cm

作土層は

15～20cm

有効ケイ酸は

100g中
15mg

※以上

酸欠による根腐れが発生。

水の量が少ないため
天候に左右されやすい。

水

横浸透

田面からの蒸発

蒸発散

縦浸透

葉面からの
蒸散

昨日の水位
2～3cm

今日の水位
減水深

根の
吸収

透水性が悪い場合

▌ケイ酸のチカラ

透水対策後

▌作土層が浅いことによる影響
作土層※1が浅い

１

水はけと水持ちの良い土壌2

土壌自体が持つ地力を維持・回復さ
せる

3

ケイ酸施用で「強い」稲4

透水性・排水性が悪い
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◦生育不良による品質・収量低下
　◦適期収穫ができない　◦作業

効率の低下

水田土壌の診察

30cm以上

有効土層

30cm以上

作土深

15～20cm
日減水深

2～3cm

pH

5.4～6.4
有効ケイ酸

100g中15mg以上

15
cm

水分のムダな蒸散を防ぐ

葉が直立し、日当たりが
良くなる
⇒登熟の向上
⇒タンパクが増え、食味向上

倒伏しにくい
（茎葉が強くなり、
  徒長しない）

病害虫に対する
抵抗が強くなる健康な苗

※湿田や黒ボク土では20～40mg

～
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土づくり読本
水田や転換畑など、
土づくりの方法を
ほ場別にご紹介!

水稲は一作で100kg/10aものケイ酸を
吸収しますので、地域によっては
不足してしまいます。

水稲の適正な作土＝15～20cm程度。

食味向上のため、また倒伏しないように
するため、窒素を減肥しすぎていませんか？

pHが低い・排水が悪い。

微生物バランスの崩れ・
連作・有機物不足。

じゃがいもの肌に、
かさぶたのような
物ができちゃった

❶深耕する
　作土を深くすることで、根張りをしっかりとさせましょう。
❷ケイ酸資材の投入
　土壌診断を行い、ケイ酸が不足している場合は、
　ケイ酸資材の投入や、モミガラの施用を検討しましょう。
❸窒素不足
　土壌診断を行い、適正な施肥を行いましょう。
　また、堆肥を徐々に施用し地力を高めましょう。


